
岩⼿県⼭⽥町震災復興プロジェクトチーム 
【㈱⼤林組】

代表者：⻄
にし

彰 ⼀
しょういち

（㈱⼤林組 東北⽀店⼭⽥町 CMJV ⼯事事務所 所⻑） 
メンバー：10 名（㈱⼤林組 10 名）

平成 23 年 3 ⽉ 11 ⽇の東⽇本⼤震災で被災した⼭⽥町の織笠地区・⼭⽥地区において、被災
者の⽣活再建のための「震災復興まちづくり」を⾏ったプロジェクトである。事業主である
⼭⽥町から委託を受けた都市再⽣機構のもと、当 CMJV が実施した。 

⼤規模復興事業を円滑に進めるには、⾃治体のマンパワーやノウハウが不⾜していた。さら
に、復興事業の輻輳により、資材や作業員の調達が困難であった。そこで、⺠間事業者のノウ
ハ ウ を 活 ⽤ し 、 調 査 ・ 測 量 ・ 設 計 ・ 施 ⼯ を ⼀ 体 的 に 実 施 す る 復 興 CM（ Construction
Management）⽅式が新たな仕組みとして採⽤された。

平成 25 年 4 ⽉の当 CMJV 乗込み時、⼭⽥町の全住⺠から⼀⽇も早い復興への強い期待と要
望が寄せられていた。しかし、町全体を全く新しく作り変えるという前代未聞のプロジェク
トは、①CMJV 職員・作業員の⼈材不⾜状況下での事業遂⾏、②復興事業に対する地域住⺠の
合意形成の獲得、③効率的な設計施⼯の実施、といった実務上の⼤きな課題に直⾯した。

当 CMJV は発注者代⾏の⽴場から、各種マネジメント業務を⾏った。「現地条件に配慮した計
画提案」をはじめ復興 CM ⽅式だから可能であった数多くの取組みを通じ、復興事業のスピ
ードアップと効率的な設計施⼯を実現した。さらに、「⼤規模造成現場への ICT 測量の適⽤」、
「AR（拡張現実）技術の⼟⽊施⼯への導⼊」、「3 次元モデルを活⽤した住⺠との合意形成」、
「属性情報を付加した 3 次元モデルによる納品」など、ICT を先駆的・積極的に活⽤し、⽣
産性及び品質を向上させるとともに、i-Construction を実務レベルにまで深化させた。

通常であれば住宅⽤地引渡しに 9 年要するところを 6 年に短縮できたことは、エンジニアリ
ング産業への信頼向上に⼤きく資するものである。また、本プロジェクトはその過程で多く
の技術的なチャレンジを⾏い、ICT を新たなビジネス領域にまで拡⼤・展開させた。

上記の優れた功績と今後の展開により、本件はエンジニアリング振興分野での表彰に値する。

織笠地区・⼭⽥地区全景（平成 31 年 3 ⽉） ⼭⽥町防災まちづくり計画

UAV による測量⼿法の確⽴

電⼦⽔⽷

AR 技術の適⽤分野の拡⼤ 3 次元モデルによる合意形成

新名神⾼速道路 ⽣野⼤橋⼯事 プロジェクトチーム 
【⻄⽇本⾼速道路㈱、⼤成建設㈱、㈱ピーエス三菱】 

代表者：利波
と な み

 宗
むね

典
のり

（⼤成建設㈱ ⼟⽊本部 ⼟⽊技術部 橋梁設計・技術室⻑） 
メンバー：26 名（⻄⽇本⾼速道路㈱5 名、⼤成建設㈱14 名、㈱ピーエス三菱 7 名） 

⽣野⼤橋は、兵庫県神⼾市 新名神⾼速道路 ⾼槻ジャンクション〜神⼾ジャンクション間
に建設された、橋⻑ 606m の PRC7 径間連続波形鋼板ウェブエクストラドーズド箱桁橋であ
る。本橋は、JR 福知⼭線上空を約 15 度の交差⾓で横断し、将来の 6 ⾞線化に備えて、斜材
を構造中⼼付近に定着した、国内初の⼀⾯吊り波形鋼板ウェブエクストラドーズド橋であり、
本構造形式としては国内最⼤級の⽀間⻑ 188m を有する。 

当初計画時点から⼯程上のクリティカルパスであった P6 橋脚（他社施⼯）で、鉄道営業線近
接施⼯による遅れが⽣じたため、P6 柱頭部（本⼯事）で⼤幅に⼯程を回復する必要があった。 

本⼯事では、橋脚近傍に設けた仮桟橋上で脚頭部と並⾏して柱頭部を先⾏構築（プレキャス
ト化）し、脚頭部完成後に柱頭部（重量 1500t）を荷重や変形を⾃動制御しながら押出し架
設した。その後、横桁部のコンクリートを打設して橋脚と⼀体化することで約 2 か⽉の⼯程
回復に成功し、その他の様々な⼯夫も加えて８か⽉の⼯程回復を実現した。 

⼯程回復の他、少⼦⾼齢化による技能労働者減少への対応策として、⼯場製作出来ない⼤型
重量物の現場プレキャスト化技術を開発して実現したことは、極めて画期的である。 

上記の優れた功績と今後の展開により、本件はエンジニアリング振興分野での表彰に値する。 

P6 柱頭部の押出し前の状況 P6 柱頭部の押出し後の状況 

超⼤型作業台⾞による張出施⼯中の全景  供⽤後の⽣野⼤橋の全景 
(1 サイクルで 8ｍを張出し施⼯し 3 か⽉回復） 
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